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プレハーノフの著作集について

田中真晴

1 Wプレハー/7著作集」

プレハーノフは1917年 3月末日， 37年間の亡命生活を終えて帰国し 2月草こ

命後の激動のなかで，ソビエトからは疎隔し，また臨時政府の大蔵大臣就任の

勧請をも断って， wエシソ兄トヴォ』紙に拠ってプノレジョワ革命の擁護・戦争

継続論を唱えつづけたが， wエジγストヴォ』派は少数者のあつまりにすぎな

かった。 10月革命後においても，プvハーノフはポリシェヴィキの政権掌握は

時期尚早であると批判したから， wエジY ストヴォ』紙は発刊停止になり，プー

レハーノフの住居にソピェト兵が侵入するという事件もあり，ソピエト政府は

プレハーノフの人身保護令壱出したが，プレハーノフ夫人ロザリヤ・プレハー

ノヴァ (1856ーりはプレハーノフの身を案じてかれの身柄をベテノレフノレクのフ

ヲYス赤十字病院に移し，さらに1916年 1月，ベテノレブノレクからはごく近いフ

ィYフγ ドのテリオキイのサナトリウムへ移した。プレハーノフは1880年代の

半ばから結核にとりつかれていたが，病ようやく重く同年 5月末，同所で62歳

の生涯を閉じた九

デレハーノフの遺骨はベテノレプノレグに帰り，その非列には多数の民衆が参力R

L.，ベリ Y スキーの隣りに手厚く葬られたれかれの遺族はロザリヤと，彼女と

のあいだにもうけた 2人の娘であった。女ばかり 4人うまれたが 2人は幼折し

ていた。

「ロジア・マノレタス主義の父」プレハ ノフの最後はそうしたものであった

が，死後間もなく，プレハーノフ著作集の刊行が議題にのぼった。発議したの

1) プレハーノフの最後については.S. H. Baron， Plekt.叩 o.v，the Fathei' of Russ叫 1'1Mayxism __ 

1963， pp. 337-361に拠る。
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4まレーェ γであったらしい。レーニ Y は1918年 B月，ノレアチャノレスキー(1875-

1933) に対して， 民衆版アレハーノプ選集の準備を依頼し ，さらにプレハーノ

プ全 柔 の必要をも述べたと伝えられるべ レーュ γ ば1921年のはじめにも， プ

レハーノア著作集・哲学集の必要に論及じている九『フ。レハーノ 7 著作集』は，

リャザーノフ編で第 1巻が1920午に出たが，これは1905年の『プレハーノフ著

作集』第 1巻の復刻である九そのあと， 1921年にあらためて， マ ル ク ス ・ ェ

ンゲノレス研究所の仕事として， リャザーノフ編で「プレハーノフ著作集』が企

画され，さきの第 1巻と は内容の異る第 1巻が1923年はじめ(序文は1922年11月)

に刊行， 1927年までに 『プレハーノフ著作集』全24巻 <r.B. IIJIexaHoB， 

co空間四回>T. I-XXIV， 1I3l!. 2-e， Moc見Ba，1923十 27が出された。『プレハー

ノフ 著 作集01 (以下『著作集」とよぶ)は! 現在にし、たるまでに刊行されたプレ

ハーノフの著作集のうちで， もっとも網羅的である。

リャザーノフは編者序文において「このプレハーノフ著作集は全集であるこ

とを目標にしているF とその抱負を述べている。 リャザ ノフのいう全集の

意味は，プレハ ノアの存命中にすでに印刷されていたもの を す べ て 収 録 す る

という意味であった。

2) CM. J[lITepaTYPHOe HaC!I8p;Ue 1'. B. IIlrexaHoBa， 06. 1， 1934， CTp. 5，ただし『レーニソ
全集』ではたしかめられなし、。

3) レ ニンは「ふたたび皆働組合にワいて，現在の情勢について z トロッキーとプハーリンの誤
りについてJ (1921年 1月)のなかで弁証法的論理学について論じている文脈におL、て， rつい
でにここで若い党員のためにつぎの点を注意しておくのが適当だろうとおもう。フレハーノフの

哲学仁かんする著作りすへてを誹究 まさに研究 することなしにはI 自覚ある，真の共産

主義者となることは寺き去いD なぜなら， これはj すべての国際的マルクス主義文献のうちで最
良のものだからである」と述べ，さらにその注記において， r¥、ま尭刊されようとしているプ V

ハーノフ著作集(リャザーノフ編『プνハ ノア著作集~ 0)こと〕のうちz すべてJの哲学請士を
抜き出して帯別の l巻もし〈は主主巻にまとめ，それにごく詳細な需引その植をつけること。なぜ
ならそれは共産主義の必読教科書に入れられなければならないから」と書いている (Wν←ニン全
集」第4版，邦訳，第32巻， 92ベージ)。

4) ~著作集J 1920年版第1巻について言及したものをみないが!木F正雄氏がモスクワの古本屋
から買って来て下さった『事紳集~ 24巻揃の需 1巻がそれである。内容的には192U年版 (=1905
年版)第1巻が1923年版第J，第2の両巻にわかれ かつ後者には前者にはない論稿が入ってお
り 他方前者にだけあって後者には落ちている論稿はなし、。あきらかに1923年阪のほうが整備さ
れている。なお wプレハーノフ著作集~24告がふつう再版としてしめされるのは(私もその聞
にしたがっており， 1920年版の第1巻があるためかも知れない。

e5) r. B. Ihe玄aHQB，COlJ.， T. 1. CTp. 7 
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印刷されたものをすべて集めるのであるから，非合法出版物ももちろんはい、

る。ただ，プ Vハーノフによるロ γ ア語訳(マルクス・エY ゲノレスのものをプレハ

ーノフは相当多〈献している)は， 原則としてはいれなu、。 プレハーノプがドイ

ツ語， アラ Y ス語で書いた著作は勺 すでにそのロ :/7語訳があるものはそれ

壱採り，ないものは編集部の手でロ V ア語に訳して載せる。これがプレハーノ

フの著作の収録範囲に関する編集方針であった。

著作の各巻への，および各巻内部での配列は，年代順壱主としてい芯が，テ

ーマ別も併用されている。各巻のはじめには，その巻が前巻の続きでないかぎ

り， リャザーノフの短い編者序文がつけられている。編集部の注は，収録著作

の出典をしめすかんたんな脚注に限られていて， <わしい解題や索引の類はな

ヤ。大きさは 1巻平均 400ページぐらい， 24巻計 1万ベージに近い。全巻の総

目録をかかげるのは繁に過ぎるであろう。わたくじは，プレハーノフの著作の

種類とそれぞれの量とを概観するために，各巻の内容を摘記した表をつくって~

みた。つぎにかかげるのがそれである"

『プレハーノヲ著作集』の要覧

1 1883年までの論稿(ナロードニキの時期〉

1878ー1883年の論稿。 r社会の経済的発展の法則とロシアにおける社会主義の任務」

(1876)， r土地共同体とそのありうべき将来J(1880)， rカール・ロ トベノレトワスー

ヤゲツォフの経済理論J(1自83)，その他撤文をふくむ。

11 1883-1888年の論稿。 r労働解放」悶の創設から「ロシア社会民主主義同

盟」の結成まで

「社会主義と政治闘争J (1883)， rわれわれの意見の相違J (1885)， r労働解放」

6) フレハ ノフは，A匁 'lTchismeel刊の"/包5me，1894，その他をフランス詣で書き， N. G. Tsch-，. 
eγnischewsky， eine literar-historische 5tudie，1894; Beitrage zur Geschichte des M.αteria 
lisl刑 1，5，1896目のほか， wノイエ・ツァイト』誌に1891年以降， 10以上の論稿をよせてL、る。た
だし，後に述べるプレハ ノフ文書の資料によると，プレハ ノフがドイツ語で発表した著作P

多くは，原稿をフラγス語で書いて誰かにドノツ語訳してもらい，それを校訂したものである。
日M.r. B. IbexaHoB， I1s6p乱回bIe骨llJIOcoq，ClmentoH8Be，ll;6ffi1s， T. I!， CTp.. 728. 761. 771.. 
774. 778 

7) 要覧のなかの著作の日付は冗体は刊行竿である。
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団の「綱領J. r第二次綱領草案J. その他ロシア マルクス主義創設期の論稿。

III ロジア問題. 1888-1892年

上記期聞の論稿のうち，回シアをアーすにしたものを収録。 r専制主義のあたらしい

擁護者J (1889). rソツ 4アール・デモグラーリ(1890)の「国内評論J• r全ロ V

ア的破産J(1892). rロVアにおける飢鑑との闘いにおける社会主義者の任務につい

てJ (1892). その他。

IV 国際問題. 1889十 1894年

上記期聞の論稿のうち，ロシア以外のテーマのものを収録。 rフ忌ルジナシド田ラッ

サーノレJ(1888).第 2インター創立大会その他での演説，メーデー関係論稿 rソツ

ィアーノレ・デモグラートJ(1890)の「外国評論J.r無政府主義と社会主義J(1894)， 

その他。

V チェノレヌィジヱプ兄キ- (第 1巻)

第 5. 6巻には1890-1913年に発表したチェノレヌイシェフスキ に関する諸論稿壱一

括して収録。論文と著書で重慢する部分は削除。 rチ ~7レヌィシェア λキーとかれの

時代J (1880-94). rチ s ルヌィジェフスキー，第 1部，手工ノレヌィシ 1 プスキーの

哲学・座史・文学観J (1909)。

VI チェノレヌィシェフ 1キー(第 2巻)

「チェノレヌイシ z フスキー，第 2部， チェノレヌィシェフスキ の政治観と経済観j

(1909). rチェノレヌ 4シェフスキ の美学理論J(1897). rγベリヤにおけるチェノレ

ヨィシェン λキーJ (1913). その他。

VU  マノレグス主義の基礎づけと擁護(第 1部)

第 7. 8巻には史的唯物論 弁証法的唯物論を体系的・哲学史的に基礎づけた論稿を

収める。 rヘ ゲル死後60年によせてJ (1891). r史的一元論J(1895). メチニコア

の書評と追悼。

VIII マノレグ見主義の基礎づけと擁護(第 2部)

「唯物論史概説J (1896). r経済的唯物論の擁護のための数言J (1899). r歴史の唯

物論的理解についてJ (1897). r歴史にお吋る個人の役割J(1898). =ンゲノレス「ア

オイエルパヲハ論」の翻訳序言と訳者注(1892.1905). 他 2篇。

IX ナロードニキ主義批判

189C年代中葉の， 主としてナロ ドェキ批判の論稿を収録。 トゥンの書評 (1893)• 
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エンゲノレス『ロシア論』ロシア語訳へのJ字文 (1894).rヴォロ γツォプ民の諸労作に

おけるナロ ドz キ主義の基礎づけJ (1896). r体制変革前夜のロシアJ (1894 

95) .その他。

X 文学批評論稿， 1888~1903年

「ウスへンスキーJ (1888)ほか 2論のナロ ドェキ小説家論経済的現実の反映

としての悲観主義(チャーダーエプの悲観主義)J(1896)， rベリンスキーと合理的現

実J (1897)ほかベりンスキー 2論， r不グラ←ソフJ (1903)，その他。

XI われわれの批判者の批判

1898-1902年の修正主義批判論稿。 rベノレンシュタインと唯物論J (1898)ほかベノレ

ソシュタイシ批判 3篤マルクス.=:/ゲノレスに反対するシュミヴト I(1898)ほ

かシュミット批判 2篇. rストノレ←グェ批判J (1901-02)， r階級闘争理論の起源」

(19日日)，他に書評 8篇。

xn 綱領と戦術の問題. 1900~1903年

経済主義批判の『必携』への序文 (1900)， 1902年 2月一1903年10月の聞の『イスク

ラ』および『ヂリャー』けレさいの訂31の論稿，ロシア社会民主労働党第2回大会で

の演説。付録として「党綱領草案!など。プνハーノフがメ Y シェヴィキの側に移る

までの論稿壱収めている。

Xln 戦術問題， 1905年草命の前夜 (1903← 1905年〉

前巻につづく時期すなわちレーュ γ と決裂後の『イスクラ』けいさいの29篇。メンジ

ェグィキとは日Jの自己の機関誌『社会民主主義者日誌』けいさいの10篇，その他氾

XIV 芸術と文学

第10巻と同じグル プであるが，芸術論をこの巻にまとめたため，年代的には第10巻

に先立つもの壱ふくむ。 r宛名のない手紙J (1899-1900)， r社会学の視点からみた

18世紀フラ Yス戯曲文学と絵画J (1905). rへンリァク イプセンJ (1906). r芸術

と社会生活J (1912)，他 5篇。

XV  第 1 次革命の時期における戦術問題(1905~1908年〉

1905年10月以降， 1908年におけるメンシェヴィキとの新しい決裂にし、たるまでの戦術

問題関係論稿37篇，スト，グホノレム大会およびロジドν大会における演説，第 2イン

ター， シートワサトガノレト大会での演説，その他。

XVI 社会主義と労働運動の諸問題
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第 1革命以後の論稿のぢち，サンジカリズム批判 b篇，アナーキズ A 批判4篇，エン

ゲノレス『フヲソスおよびドイツにおける農民問題』ロ、ノア語訳への専言(1904)，マ

ルクス死後25年J (1908)，第 2イジター，コベンハ ゲン大会J (1910)，その他。

XVII 経験ー元論および求神主義の批判

弁証法的唯物論からの諸偏向と宗教の復権に対する批判の論稿(1907-11)。 第 1部

哲学。 i戦闘的唯物論J (1908)ほか書評 9篇。第 2部宗教。 iロシアにおけるし、わ

ゆる宗教的探求についてJ(19Cの ほか書評 7篇。前巻とともに『防禦から攻撃へ』

(1910)所収論稿が中心であ呂。

XVIII 2)<想から科学へ

空惣から科学への社会主義の発展の系列として， iルソーJ (1912)， il9世紀の空想

的社会主義J(1914)， i19世紀の 7ランス空想的社会主義J(1913)，他 1篇。 iマル

クス主義の根本問題J (1908) 他 4篇のマルクス哲学関係論稿。

XIX 解党主義に対する闘争， 1909-1914年

内容は第15巻につづく。メンシェヴィキとの決裂後，第 1次大戦勃発ま Cの戦術関係

論稿。 r社会民主主義者日誌:.~その他にけいさいの計57篇と第 2 イソター，コベγハ

ーゲン大会での演説など。

X X  ロジア社会思想史，第 1巻

19四年に着手，未完におわった大著「ロシア社会思想史jの完成部分「第 l部，序説。

ロシアの社会関係の発展の概説J (19]4)， i第 2部，ビョ トル以前のノレ シにおけ

る社会思想の勤きJ (1915)骨収む。

XXI ロシア社会思想史，第 2巻

「第 3部，ピョートノレ改革後におけるロ V ア社会思?聞の動きJ(1916)υzカラリーナ

2世の時期をあつかった第 6章まで号収む。

XXII ロジア社会思想史，第 3巻

「第 3部，ピョートノレ改革後におけるロシア社会思想の動きJ(つづき)。第9章まで

は1916年刊。第四-13章は著者残後にflj， i第13章.ヲジ シチ忌フ」は未定稿。

XXIII 19世紀におけるロ Vア社会思想の歴史(資料) ， 第 1巻

「ロシア社会思想史」の19i弘紀の部分の資料になるはずであったと考えられる，著者

の1908-1912年の既刊論稿を収む。 iチャーダ← R フJ (1908)， iベリンスキーにつ

いてJ (1910)， iゲルツェ Yと農奴制J (1911)，他13篇。
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XXIV 19世紀におけるロ、ノア社会思想の歴史(資料)。第2巻，例年代から

90年代まで。

「ロシア社会思想史jの前巻の部分の続きの資料となりうると考えられる論稿を集め

る。農奴制の崩壊.70-80年代の革命運動など 8項目にむけて. I農民の『解放JJ. 

(1911). Iマルクス左トルストイ J (1911)ほか1日篇を排列。什録と して13篇m

著作集トいうものが一般にそうである上ろに. ~著作集』の巻別構成主各巻

の犬きさをほぼ等しい適当な大きさにするとし、う技術的考慮に規定される面壱

もっているから，巻別構成はただちにプレハーノフの著作の内的構成と一致す

るとはかぎらない。したがって，フ。レハーノフの著作の諸系列を考えなおし，

内的関連にもとづいて再構成するという問題がある。しかし実はとの問題は，

プレハーノフに対する研究の進展に応じて解かれてゆくほかないものであっ

て，あらかじめ体系的に答えることはできない。ここでは w著作集』の要覧

壱手掛りにしてつぎの点だけ壱指摘しておとう。

プレハーノフの著作のなかで哲学が占める比重の大きさは，上の要覧からも

看取できる。 r哲学j の範囲をどのように考えるかはかならずしも一義的でな

いけれども，初期の著作における哲学思想はしばらく措〈として. 90年代には

唯物史観，唯物弁証法をテー?とする著作か数多〈うみ出され w著作集』第

7. 8巻を占めている。そのなかの代表作はやはり『史的-JG論J (1895)であ

ろうが，この書についてもまた他の著作についても知られるように，卯年代に

おいては唯物史観が中心であれ批判の対象はひろい意味でのナロードニキの

マルク λ主義批判であった。それらの著作におけるプレハーノフの方法の特徴

は，近代西欧哲学史(とくにフラ Y 旦唯物論)，に対するひろい知識を駆使して，

史的唯物論の必然性壱哲学史的に展開してみせるところにある。その意味で，

近代西欧哲学史はずレハーノフの哲学関係労作の本質的構成部分である。ぞの

I:fあい，近代西欧哲学史は社会主義思想史と接続し重なりあう部面をもってい

る。さらにプレハーノフは1880年代末ー1890年代はじめから，ロシア思想史の
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仕事をはじめているが，そのなかには，哲学史，社会思想史その他のものがふ

くまれている。

1898年から，ナロードニキにかわってベノレYv"，-タイ γ (1850ー1932)的修正

主義がプレハーノソの主たる批判の対象となる。かれはドイツおよびロ γ アの

修正主義を批判する論稿壱1903年まで矢つぎばゃに書いた。 w著作集」第11巻

に収められているのがそれであるが，主たるものは哲学である。

ついで，第 1次ロ V ア革命から第 1次世界大戦勃発lこし、たる時期においてはp

経験一元論および求神主義というかたちでのマノレタス主義修正に対して，マノレ

グスギ義哲学の構造争体系的にしめす『マノレクス主義の根本問題j (190紛 争

中核にして「戦闘的唯物論J (1908) その他の論争的著作を多く書いている。

『著作集』第17巻の全部と第18巻の一部がこれに属する。ナロードユキ批判の

ばあいには唯物史観が中心論題であったが，ベノレソシュタイソ的修正主義の批

判においては，認識論がそれと並ぶ重要論題として登場し，経験的一元論等の

批判においては，認識論と唯物弁証法が主となる。ただし，唯物弁証法はナロ

ードユキ批判のばあいにも基礎にあった。あとになってはじめて云い出したと

いうのではない。論争の中心点したがって論究の中心点の在りどころが推移し

たのである。その聞に，プレハーノフの哲学そのものに微妙な変化があったの

か，なかったのかという問題は，もちろんことでの論域を越えている。

さきにも指摘したように，どこまでを哲学の著作とすべきかは一義的ではな

い。分類というものはつねにいくらかは暴力的である。 w著作集』第7， 8， 

17巻の全部と第11巻の大部分，第18巻の一部がせまい意味での哲学・近代西欧

哲学史であるのに対して，第18巻の大部分の西欧社会主義思想史，第 5. 6巻

のチ~)レヌィ V ェフスキー論，第20-24巻のロ Vア社会思想史は，哲学史をふ

くむ社会思想史というべきであろう。

文学・芸術論は第10. 14の両巻に収められてし、品。それはマノレグス哲学の適

用・具体化であるにしても，哲学その色のとは別なー領域とみてよいであろう。

第10巻はロジア思想史の側商壱もっている。
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たしかに，プレハーノフの著作活動において，哲学は中将的な位置を占めて

いる。そのことは，哲学的著作の量だけでなく，哲学壱中心として，そ己から

西欧およびロシアの思想、史，また文学・芸術論が展開されてゆくことに見られ

る。これとが事実の一面である。しかし同時に他面では 、かなる意味におい

ても醤学ではない著作が予想外に多いことも~著作集』の要覧から知られ毛

であろう。

デレハーノフはなによりもまず革命家・革命理論家であった。哲学論文を書

きはじめるまえにかれは，ロシア革命論へと集約される現状分析的論稿寺たく

さん書いている。そして，経済理論関係の論稿もそのなかに見出される。プレ

ハーノフは1880年代の半ばまでに，ロシア・マルクス主義の基礎づけという大

きな理論的仕事をやり Eげていた(第 1-3巻)。わたくしはそれについては

「プレハーノフのロジア資本主義論」口). (局. (3) Cf経済論叢』第89巻第5号，第

90巻第4号，第91巻第3号)ですでに論究した。

プレハーノフはロジア・マルクス主義の理論的基礎づけを一応終えたあと，

哲学，文学・芸術論の分野に入りこんでいったが，だからといって，経済学お

よび現状分析，綱領，戦術論がなくなるわけではけっしてない。 1890年代にお

いて，チェノレヌィデェプ見キーの経済学の検討(第6巻). pγ7の階級分析お

よび飢僅論(第3巻). ナロードユキ・ロ γア資本主義論批判の継続(第9巻)が

あることを忘れてはならない。

プレハーノフは修正主義論争におし、ては王として哲学の分野で筆をとったけ

れども，ロシγにおける修正主義の代表者月トノレーずェ (1870ー1944)の批判に

おいては，資本主義の発展傾向につνて， 相当の量をあてて論じている(第11

巻)。 かれはその月トノレーザヱ批判とほぼ同時期に， レーニ γ と緊張をはらみ

つつも協力して. ~イスグラ」編集部で活躍するが， 1903年の第2回党大会ま

でに，綱領草案壱中心にして多数の綱領・戦術関係論稿を書いており〔第12巻). 

そのなかにはロジアの現状分析に関するものがすくなくなし、。同じことは. 19 

03ー1905年について(第13巻)も. 1905-1908年について〔第15巻)も，程度は
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劣るが. 1909-14年について(第四巻)もいえるのであって， 綱領・戦術論関

係論稿のなかには，当然，ロ γ ア経済論がふくまれている o

最後に， ロ、ンア社会思想史の労作(第20-24巻)についていえば， その方法

論的序説はロジア社会経済史論であるし，本論は，西欧思想のロジアにおける

意味に注目しての，社会史的社会思想史である。そのなかにはロ γ ア重商主義

の代表者といわれるポソ γ コア (1652?ー1726)などがとりあげられているだけ

でなく，一般に経済思想にはよく注意がはらわれているようである。

このようにみてくると，さしあた hつぎのようにいうことが許されるであろ

う。プ Vハーノフに経済学一一理論体系としての経済学←ー壱求めることは，

ほとんど意味がない。価値・価格・再生産論というような経済理論フ.戸パーに

おける創見の点ではプレハーノフはメリットをもたないから，経済理論史とし

ての経済学史はかれをとりあげる必要はなし九しかし経済思怨史の立場からは

プV ハーノアは重要である。経済思想史とはなにかを正面からここで論じるこ

とは出来ないが，経済思想史にはu、ろいろ型がありうると思う。わたくしがこ

こで考えているのは，消極的な規定としては，経済理論史でないということ，

積極的には，現状分析・歴史分析を包括する政治経済思想の史的展開のととで

ある。いますとし具体的kいえば，マルグス経済学の現状分析のディメンショ

γ における展開史，しかし同時に史的唯物論の領域にもま仕がるよろな規模で

の，展開史であるのそれは，ひろい煮味での経済学史といってよい。そのなか

には経済理論もひとつの契機としてはふくまれている。しかし経済理論を焦点

としてそこへと集中してゆ〈のではないという点で，また思想が中心的である

という点で，経済思想史というのがふさわしいであろう o ソピエトにおける最

近の経済思想史では， プレハーノフをとりあげるのがふつうであるしペ プレ

ノ、ーノフの経済思想に関する論文だけではなく. wプレハーノフの経済観l(ブ

8) 町田OplfHPYCCROH 9lCOROMllQec:別量 MhlC血， T. 11可 2，1960. CTp. 120-130. rロシアにおけ
るマルクス主義の開拓者プレハーノフの経済的労作」と題するとの章の筆者はポリャ γスキ←で
ある。 C.H. Ep悶胆eBC団 ii.Oqe:p回口oIICTOpsOrpao同盟関OHQMoqeCRO話回CTOPmI， 1'964ル

のごとき小著においても， Ta訓 JRe，CTp. 228-233.その他で論及されている白
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ローグェ/レ)， rプレハーノフとロ、-:/7経済思想j (ポリャ γスキー〉といった

研究書も出ているの。 また西側でのパロンのプレハーノア研究は， 政治思想中

心ではあるが，経済思想にも相当の力を注いでいる明。

しかしここでプレハーノフ研究に立ち入ることはできない。ただつぎのこと

だけをいっておきたい。プレハーノフの経済思想の研究は，プレハーノフの著

作のなかの経済あるいは政治経済的論稿だけの研究に終ってはなるまい，とい

うことがそれである。もちろん，経済あるいは政治経済的論稿が第一次的であ

る。しかし，プレハーノフの経済思想はかれの哲学とまったく無縁のものでは

あるまい。もちろん，ずレハーノフの哲学論をかれの政治経済論の基礎づけと

してだけみるのも，また反対に，かれの政治経済論をかれの哲学論の系や具体

イビとしてだけみるのも， ともに誤りであろう。区別壱抹殺する還元主義はL、

ずれの方向におこなわれるにしても真実壱とらえる方法とは思われない。しか

し，プVハーノフの哲学とくに唯物史観論と政治経済論とのつながる面を， し

たがってまた，現状分析と康史認識とのつながりをとらえることなしには，プ

レハーノフの経済思怨の研究は十分なものにならないと思れこれま Cのプ ν

ハーノアの経済思想研究にはその点が不足している。

さて， r著作集』にもどろう。 r著作集』の限定面について書きくわえてお

、くことがある。わたくしはさきに， r著作集』は，非合法出版物もふくめてヲ

叩刷されたずレハーノフの書き物をすべて(翻訳は別として)収録することを方

9). n. M. BpoBep， 3:EWfIOMIi'r8佃町田nLl!，lI;hlr. B. IlJrexaHoBa. 1960. 231 CTp.および本稿執

筆中に到着した<1>.!lπ。 阻四回員!日耳目岨印 s'pyc悶悶9"KOlIOMHG:em回 M町四 1965.472

CTp . • ，0) 注1)にあげた書物およびつぎの諸論文。 S.H. Baron， μPlekhanov on Russian Caplta. 

lism and the Peasant Commune， 1883-1885 "， Arnerican Sl悶 ic and East E旬 ropean

Rev~ew， Dec. 1953. pp. 463-474; "Plekhanov and the 0口 glllSof Russian Marxism" 

Russ~an Reυiew， Jan. 1954， pp. 38-51; "The First Decade of RUSSlan Marxism" 

ASEER， Oct. 1955. pp..315-330; “Legal Marxlsm and the "Fate of Capitalism" in 

Russia ぺASEER，Apr. 1957，_ pp. 113-126; "Plekhanov's Russia: the Impact of the 

West upon an "Qnental" SOclety"， Jo肝 nal01 the H:叫 0叩 ofIde副， Ju ne 1958， pp 
388-404 ;“ Between Marx and Lenin: George Plekhanov". in L. Labedz、(ed.)，

Revisionism， 1962. pp. 42-54 '; "Plekhanov and the Revolution of 1905"， in J. 5 

.curtiss (ed.)， Essays in Russia銘 andSovut History， 1963， pp. 133-148 
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圭十としていたと述べた。だが実は，との当初の方針は完全には実現されなかっ

たのである。さきにかかげた『著作集』の要覧をすこし注意してみられるなら

ば，プレハーメフの綱領・戦術関係論稿の収録が第 1次大戦勃発時でおわって

いる(第四巻)ことに気づかれるであろう。実は，再版第 1巻の序文でリャザ

ーノフが書いている計画では， r著作集』はお巻から成り，第24，25巻は「プ

レハーノフの社会愛国主義的時期の論稿Jすなわち，第四巻のあとプレハーノ

フの死にいたるまでの時事論説に，第26巻は伝記文献集にあてられるはずであ

った町。 しかしじっさいには，第23巻に予定されていたロ、ンア社会思想史の資

料が第24巻をも占め，そして当初予定されていた第24，25， 26巻は立ち消えに

なった。それによって『著作集』は，印刷されたプレハーノフの書き物をすべ

て収録したものではなくなった1ヘ『著作集』のこの計画変更は， 1922-23午

ごろと 1927-28年ごろの党の出版政策の変化に関連しているのかも知れない。

「著作集』がプレハーノフ全集ではない理由のひとつは，いま述ペたところ

であるが， r著作集』は古らに，プレハーノフの印刷lされた論稿だけを収録す

志とい号編集方針ぞれ自体からしても，全集といいがたいものをもっている。

すなわち， r著作集』にはプレハーノフの書簡や草稿類はいっきい入れられて

いない。 r著作集』は次節で述べるように，実はそうしたものを利用する便宜

をもたないで編集されたのである。

][ rプレハーノ 7遺稿集』と『ブレハーノ 7哲学選集』

プレハーノフが1918年 5月，アィ Yランドのテリオキイのサナトリウムで死

11) r. B. Ibe玄aHQB，Co可， L CTt. 10 
12) 第 l1k世界大戦勃尭から死にいたるまでの時期のプレハ ノフの時論は， r. B. TIJIeXarrOB， 0 

.0量rre，IIeTpoTpa，ll; (n. d.)，および r.B. IbexarroD. ro耳 Hapop;oHe， T. 1-2. Paris， 1924. 
にあつめられているロ京大経済学部資料室の甚力によって， r戦争についてj (第5版)および
「祖国にての 1年』第1巻のマイクロをハリの BlbliothらqueNatipnaleから入手するこ土が
できた。 r戦争について』はプルガリヤの社会主義者にあてた書簡2通(1914年10月21日， 1915 
年5月8日)を内容とする85ページの冊子。 I'll国にての 1年』ほ， 10. A tsaeB Iプνハーノ
フ， '1857-1918 ，(略伝)J 駒田ベージが前につけられj 本文は1917-"f4月 間年6月に「エジシ
ストヴォ」紙にけいさいされたプレハ ノフの論説をすへて収録しているロ第2部はそれにつづ
〈ものを収めているものと思われる。第1部は伝記をのぞいて本士241へージ。
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んだとき，かれの蔵書，草稿，ノート，かれが受けとった書簡類(一括してプ

レハーノフ文書と呼ぶ)の大部分は，かれが長年住んでいたジュ不一プの宅と，

イタリアのサソ・レモに， ごく一部がベテノレプノレグにあった叫。 プレハーノフ

未亡人ロザリヤ・フレハーノヴァはプV ハーノフの死後 2人の娘とともにハ

リに落ちつき，医者として生活壱たてながらプレハーノチ文書をあつめること

につとめたが，在イタリア部分は1923年にようやく手もとに到着した。

プVハーノフ文書のことは，プレハーノフの旧友デイチ (1855ー194]) を通し

てνーニ γに知られ， デイチが交渉役になって，フレハーノフの遺族との聞に，

1922一一23年に話しあいがすすめられ，その結果，プレハーノフの遺族はプレハ

ーノフ文書の一部がソビエトで刊行されること壱承諾した。ただしその承諾は，

プレハーノア文書の刊行が，党史編纂委員会およびマノレグス・ェ γ ゲノレス研究

所 (f著作集』はマノレグλ エンゲノレス研究所の仕事であった)から独立におこなわ

れ，かつ刊行されたプレハ←ノフ遺稿は，将来つくられるべき決定版プレハー

ノフ全集のなかに入れられることを，条件としていたu この条件ほ微妙である。

プレハ ノフの遺族は，最後はポロジェヴ 4 キの敵正して死んだプレハーノフ

であるだけに，プレハーノフの論稿が完全なかたちで復元されること壱切に望

んだのであろう。デイチ編 ~I労働解放」団』全 6 巻 {rpyrrrra ‘ OCBo6o:田，ileHHe

Tpy江a'} T. 1-6， MocKBa. 1924-28 はそのような約束にもとづいて，プレハ

ノフ文書a一部を利用してつくられた。他方，リャザーノフはプレハーノフ文

書を直接に利用する便をもたないで， r著作集』を編まなければならなかった。

『著作集」において，プレハーノフ文書が利用せられているのは，第18，24巻

にデイチ編 n労働解放]団』からの転載2篇があるだけである。

さて1922~23年の約束は，プレハーノフ文書の利用権についてであって，所

13) 女医であった妻のロザPヤは， 190酔和二サン レモにサナトリウムをつくり，結核を固疾とし
たプレハ ノフはその後毎年冬をそこで過していた。プνハ ノフは1917年3月急いで帰国し!
蔵書績を持ちかえる余捕がなかったのである。耳目epa可pHoeH即日間er 且 II回目立OBa，06 
1. 1934-， CTP， 7プνハーノフ文書とプレハ ノフ館については， TaM iKe， CTp. 5-1仏および

s. H. Kyp6aTO国，“MaTep血jJhlap盟国 r.B: IbexaRoBa "， BOIIpOC日骨田oco~皿 1964 ，
No. 2，.CTp. 138-144，に拠る。
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有権についてではなかったが，プレノミーソアの遺族はiプレハ-/プ文書はや

はりプレハーノフの祖国にかえすのが故人の素志に添うものと考え，西欧の図

書館・研究所からの購入申込みを断って， 1927年，文書一切壱ソビエトに寄贈

することにきめた。その条件として，文書一式はレニ'/1/ラード公共図書館の

管理下におかれ，同図書館の分室と Lてプレハlー〆フ館，tt:OMrI.rreXaHO闘がつ

くられて，そこにプレハーノフ文庫として収められること，アレハーノァ館に

は専任スタァフが配置され，ロザリヤ・プレハ←ノずァがその主任に怠ること

が，とりきめられた。 1928年春，プレハーノフ文書一切のほかプレハーノフめ

書斉の備品類などもレニソグラードに着き， 1930年春，プレハー Jフ館が完成

した。ロザリヤはパリの病院壱閉じて，亡夫の遺稿の整理刊行に余生を捧げる

ことになった。

プレハーノフ文庫にあるプレハーノフの蔵書は約8，000部であって，その多

くにはプレハーノフの書きこみがある。蔵書の内訳は，哲学，経済学，歴史が

多し芸術，文学，人種学関係は量は多くないが，貴重書が多いと伝えられて

いる。ノートは200冊以上で，その大部分はプレハーノブによる抜書きと評注

である。プレハーノフ文庫の中心はやはり草稿・書簡であるが，草稿類は完成

稿，同一テーマについての数種の手稿，講演の手控え，講義案，いろいろの覚

え書など多数にのぼり，書簡は発受信あわせて約5，000通，ほかにザスーリッチ

の文書などもあるc

『プレハーノフ遺稿集」全8冊 {JI回 epuTypHoeHaC.rr叫Hf:'r. B. rr.rreXaHOBa}~ 

CU. 1-8， Moo出 a，1934-40は叫，プレハーノプ館のλタγ7がプレハーノ y

文庫の資料によって印刷原稿をつくり，ロザリヤをくわえた編集者団の編集

で，不定期的に刊行された問。大きさは第 2 集だけが150ベ-~.他は350-450

14) 遺稿集』は第7巻だけが現物で.他の巻はマイクロフィルムで京大経済学部図書室にある。
15) II'遺稿集』は刊行字体たる国立出版所の理事会が編集スタッフを任命し，その指導のもとでプ

Vハーノフ館の専任研究員が仕事するという形ですすめられた。編集者ははじめA.B. JIyua-
'iapc班量<1>.)(. I¥PeTOD， P. M. II四四回Baであったが，ノレナチャルスキーは第1集の出版前に
死んだ(1933年2月)。第2-4集の編集者はφJO四 H.lit.)(. Y同 Z同 OB，P. M. ITnex阻 OBa，
第5-，8葉ではウダリツオフのかわりに M.T. ROB町民が入っている。~遺稿集』のじっ吉し、
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ベージぐらいである。 w遺稿集」は「著作集』とはちがって，プレハーノプの

生前には印刷されていない草稿，書簡，ノート壱主体と Lてい高。一部はすで

に印刷されたものを収めているけれどもそれは補足である。

『プレハノーヲ遺稿集」の要覧

1 1880年代 1890年代はじめのプレハーノフの未刊論稿

「プェルジナ Y ド・ラッザーノレj草稿，チェノレ夫イシェア λキ 関係草稿)ーロ -1・

z キ時代の草稿労働解放」団関係の書筒多数。 1934年刊。

:n メーデーの論稿と演説

時期を問わず，ロシアのメ -7 および闇際的メーデーについての論稿および書簡壱

あつめている。 1934年刊。

III 芸術

「宛名のない手紙」第4ー第6の草稿，異稿，芸術に関する講演の手控え，展覧会

音楽会についての批評など。 1936年刊。

IV ナロード=キ主義との闘争

主として1892-97年におけるナロードユキ批判の草稿。 r史的元論」現行版とは異

る草稿， 1891-96年のフレハーノヲの書簡。 1937年判。

V 哲学的修正主義との闘争

1894-95年のマルクス批判に対する反批判論稿， ベノレンジュタイ γ主義， マッハ主

義，ポグダ、ーノフ派に対する批判の草稿，科学的社会主義に関する論稿，哲学問題に

関する書簡，デイチ編 rr労働解放j団』からの転載壱ふくむ。 1938年刊。

VI 文学，批評，ロジア哲学

「ロシア社会思想史」の資料をなすゲノレツ孟ン，ベリン月キー， ドプロリューポフ，

ト。ノレザーネフなどt関する草稿，イプセンその他の外国立学論， ゴ リキーとの往

復書簡，その他。 1938年刊。

VII 宗教および求神主義に対する闘争

の仕事をしたプレハーノフ暗員は， A. C. Bo四冨， E. C. Eo~， T. 3. JIYl'.m田阻豆貰， )(. C 
M."，田で，このうちマフリ γは第l集だけに事与ロロザリヤ・プνハ ノヴ 7は実際の仕事舎
も分担しており，各巻ともに「ロザリヤ・プνハーノヴ 7の密接な参与のもとに成った」と配さ
れている。
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講演「科学的社会主義と宗教」の梗概 (1905)，r著作集』第17巻所収の宗教・求神主

義批判論文の再録，分離派に関するノ{ト，書簡。 1939年刊。

VIII r労働解放」団，第 l部

「労働解放」団の20年聞の活動をあきらかにするこ ιを主眼とする論集の第1部で，

1883-94年のプνハーノフの社会・政治論稿，および書簡。 w著作葉』と部分的にぽ

重なる。 1940年刊。

『遺稿集』は草稿と書簡を読みうるようにじてくれた点で， r著作集』を補

足する貴重な存在である。 r遺稿集』は，編集部およびプレハーノフ館の前書

き，収録各論稿・書簡についてのくわしい注，各集ごとの事実・人名・文献索

引，プレハーノフの写真や草稿の写真まで添えられ，たいへん丹念につくられ

ている。その点 r著作集』とはまったく異っている。

『遺稿集』は，第 1集の序文によれば， 10-12冊になるはずであったへ し

かしs 第 B集で中絶した。それは直接には戦争のためであったといわれている

が叩，戦後も続巻は出ていない。だから『遺稿集』は一応8冊でおわりたとみ

るべきであろう。ぞうすzと， r遺稿集」の収録範囲は『著作集』のそれにく

らべてせまくな勺ている己とに気づかれzであろう。 r著作集』では第 1次世

界大戦勃発後の綱領・戦術関係だけが省かれたのであ呂が， r遺稿集』は1903

年以後の，いわゆるメ/'-Yェヴィキの時期の綱領・戦術関係をすべて除いてい

る。また. r遺稿集』の第 3集までの編集部序文は資料と編集方針について述

ベているだけであったのに，第4集以後には，レーニ γ ・スターり Yを引用し

て，プレハーノフのょいところとわるいところをあきらかにする，思想善導的

性格をもっ序説がつけられている。 r著作集」と「遺稿集』との収録限界の差

に1920年代と 30年代とのちがいs スターリ γ権力の確立以前と以後のちがし、が

あらわれているとすれば r遺稿集』第4集からの変化には，スターリ y的党

学の強化過程が反映されていると考えられよう。

16) JImepa可F区00H即時四e，r. B. IIxe:玄阻OB札口6.1， 1934， CTp. 4 
17) H. H. Kyp6aTOB乱開問。0"[.，OTp. 139 
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1956年はスターリ ン批判ιハ Yガリヤ動乱の年であるが，この年はプレハー

ノフ生誕 100年に当っていて，プレハーノフに関すzたくさんの小冊子や論文

が出た問。 それだけでなく生誕 100年を記念して rプレハーノフ哲学選集」

全 5巻。 B. IIJIex3，HoB， Hs6paRHnIe仰皿00晶pKae..npOM3BeaeJJ四}T. 1-5. 

M由自a，1956-58が刊行されはじめた。各巻800-900ベ ジ，ソビエト科学ア

カデミー哲学研究所がプレハーノフ館の協力をえて編集し，テキストは『遺稿

集』その他のプνハーノフ文書と照合されておわかなりくわしい注がつけら

れ，各巻末に人名索引，第 5巻には通巻事項索引が添えられている。そうし、う

点で精度のたかし、大冊の選集が短時日の聞に刊行できたのは，プレハ ノフ館

の地味な長年の仕事が基礎にあコたからこそであろう問。 r哲学選集」の注に

は『遺稿集』の仕事が多〈利用されている。 r哲学選集』は『著作集』・『遺

稿集」とはちがって，わが国へも多くの部数が入ったはずである円

『哲学選集』の各巻にはサブ・タイ tノレがない。各巻について記入したのは，

わたくしが俣につけた名称である。

『プレハー )7哲学選集』の要覧

I ロジ7 ・7 ノレクス主義創設期の著作

「社会主義と政治闘争J (1883)から「史的一元論J (1895)にいたる10篇。哲学以

外の，政治論・綱領関係壱もふくむ。

:n 史的唯物論と唯物弁証法， 1896← 1903年

土記の期間におけるマルク λ 主義哲学擁護の論稿，書評壱ふくめて23篇。うち G篇が

ナロ}ドニキ批判，他は同欧およびロシアにおけるベルンシュタイン的修正主義批判

である。 r歴史における個人の役割J(1898)， r唯物論かカン卜主義かJ(1898，--99)， 

その他。

18) プレハーノフに関する小冊子。、ずれも50ヘ ジ程度)が5っと 論士16篇が1956年に出てい
る。

19) W哲学選集』の編集者は IT.T. Ifo田 YR.A. H. ~aclIIlI8. IL H. 'tPe，ll;OCeeB，.B. A. !IlQM盟国，
D. A. l:Ia国民テキス}の校訂と注の責任者vまE.C. Eon;， II. C. Benem咽!I.C. M. an:pcoBa. 
B. Jl. II田 OHである仇ら j 注15)e照合してみると， W遺稿集』の刊特にたずさわったひとびと
と『哲学遺集』のそれとがj かなり重なっていることがわかるe
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III 史的唯物論と唯物弁証法，統. 1904c-1913年

「マルクス主義の根本問題J (1908). [戦闘的唯物論J (J 908)尽か，書評をふくめ

て23篇。観念論，経験批判論，経験一元論"求神土義などに対する論争iJt中心。

IV ロ γ ア哲学思想史

189ト叩年の聞の論稿で上記のテーマのものをLわら誌が<1:，会思想，経済思想に

関するものも入っている。 主篇はチェノレヌィシェフスキー論， っしヘでベ U:--'スキー

論，ゲノレツェン論。書評壱ふくめて計27篇。

V 文学・芸術論

1888~1913年の上記テ ザに関寸る論稿!書評壱ふくめて19篇。[宛名めない手紙」

(1899). [18世紀フフンスの戯曲I学と絵画J(1900). トノレストイ論，イプセン論，そ中他。

『哲学選集』の序言には「プレハーノフの哲学に関する著作の，もっとも重

要で貴重なものを収める」叫と述べられている。 事ともと選集であ早から哲学

関係論稿のすべてを網羅しているのではないけれども，要覧から知られるよう

に，哲学という語はもっともひろい意味に用いられでおしまたとくに第 1巻

には，いかなる意味においても哲学とはいえないものまで収められτいる。収

録論稿の大部分は『著作集』にあるが，一部は「著作集」にはなくて『遺稿

集』にだけあるものが入れられている。

「哲学選集」はプV ハーノフの著作を多くのひとに近づきゃすくしてくれた。

しかし，その編集方針は，あまりにも正統マルクス主義的著作に限定されすぎ

ていると思わずにはいられない。たしかに，これは全集ではなくて哲学選集な

のだから，そして哲学はプレハーノフの諸著作のうちでもっとも正統マルクス

主義的な分野なのだから，そうなるのは当然だ，と一応はし、えるであろう。し

かし，実はそうばかりでもなb、。さきにも指摘したように μγ7・マノレクス主

義の創設期のプレハーノフ，すなわちレーユンがもっともたかく評価した時期

のプレハーノフの著作については，哲学以外の，綱領関係文書まで収録してい

るが，その後の時期の綱領関係文書は収録していない。他方，プ vρ ーノフ晩

20) r. B. IIlIe:玄ttrrOD，R36. IIlslIOC. npolIB.， T. 1..1956， CTp. 5 
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年の「ロシア社会思想史Jの「序説」は，プレハーノフの史的唯物論解釈とし

て当然、『哲学選集』にとりいれられるべきであると恩われるのに，除外されて

いる。 r哲学選集」は，一方では1883年以前のナロードュキ時代の著作を，他

方では第 1次世界大戦勃発後の社会愛国主義時代の著作(理論的著作)を収録

していない。編集部は， レーニ Y がたかく評価したものだけを選集にし、れるの

がvーニ Y的原則であると思っているらしい。 w哲学選集』は註などの精密化

にもかかわらず，収録限界は『遺稿集』よりもいっそうせまくなった。 w遺稿

集』第4集からはじまコた，プレ(ーノフの評価をあらかじめ与えておく「序

説Jの形式は，もちろん「哲学選集』にひきつがれている。

『哲学選集」の第 1巻は英訳されたが叫， 第 2巻以後は出ない。文学・芸術

論については. w哲学選集』よりさきに「プレハーノフ 芸術k文学j{r. B. 

I1JIeXaHOB， HCXyCCTBO H J1HTepaTypa} MocRBa， 1948の 1巻本があれ東ドイ

ツでその独訳町が出ているが. r哲学選集』完結の年にさらに「プレハーノフ

の文学・美学観j 2巻本 {JI町epaTypHO-:ilCT町田町民国 田町四日 r. B. IIJIexa戸

HOBa} Mooima. 1958， T. 1， IIが B.II. BYPCOBの編集で刊行された。『哲学

選集』のあとに『プレハーノフ社会経済史選集』が予告されていたが実現しな

かった町。 1964年にソビエト科学アカデミーは，哲学研究所とプレハーノフ館の

協力 cw哲学選集』と同じ)によって wプレハーノフ哲学遺稿集』全 3巻〈骨F

JIooo中01<0咽 rrepaTypHoeHaCJIe，4He r. B.'II.JIexaHoBa)を刊行することを決定し

たと伝えられ， それには稀観本の n労働解放」団』と『ヲレハーノフ・アグ

セリロート往復書簡」のもっとも興味ある部分が盛られるはずであるという問。

おそらしそれは『哲学選集』を補足するものであろう。 i労働解放J団時代

21) G. Plekhanov， Seletted PhuosoPhical JVot'ks，開 FiveVolumes， Vol. I， FLPH.， (ロー d)
22} G. W. Plechanow， K1附 " 開auteratur. Berlin. 1955， 1034ベジの犬冊である。
23) r. B. Ib田 aHOB，sa6paHIrhle田 TOtl1匙O-COn;HOJIorng:ecIDIerrpo盟阻 e~e皿JIB6TOM日. COn;9K 

「ナウカの窓J1960年，第10号 35ページ。プνハーノフ1B巻選集も予告されており， とも仁同
年の (HOBIJeK四国〉に拠ったものだがz いずれも刊行中止になった。

24) Pf. M. Eyp6田OBa.yKa9. CO'lL C'l'p. .139-140 グルバ トヴァは1964-6&年刊行予定と書
いているが，京大経済学部貰料室からプレρ ーノフ館への問い合わせに対する1965年日月23日付
遺書によれば.1966年に第1， 2巻 1967年に革3巻刊汗の予定である u 、う。
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のプレハーノァの書簡・草稿類はそれによって近づきやすいものになるだろう。

しかし，プレハーノフ全集の企画はたてられていない。かつてリャザ ノフ

が『著作集』の方針とした，印刷されたプレハーノフの著作を全部集めること

も，まだ実現されていないし，書簡等をもふくめたプレハーノフ全集の刊行の

戸も聞かれない。資料はある。プレハーノフ館のスタヅフの文献学的力量も証

明ずみだろう。問題はスターリン的党学の発想法をぬけ出せない科学アカデミ

ーの幹部たちにあるのだろう。プレハーノフのメ'/:/ェヴィキ時代あるいは社

会愛国主義時代の時論を刊行しても，ソビユト社会になんらかの政治的衝撃を

与えることなど，あるはずがない。ソピェトの市民たちに，プレハーノフの全

貌を知zことをえさせるだけである 25)a その点， トロッキー(1877-1940) の

復権問題なe)-は全然異るのだ。しかしプレハーノフの著作刊行史の問題は，

ことが些細であるだけに，かえって象徴的である左もいえよう。もし近い将来

にプレハーノフ全集が刊行されるならば， うれしいことである2九

〔追記1 プレハーノフの邦訳については，川内唯彦訳『史的ー元論』下(岩波文庫，改

訳版， 1963年)の巻末に，一覧がかかげられている。それに私がしらべたものを加えた

リストを作成したが，制限紙数舎超えるため，プレハーノフの経済思j慢に関するソピz

ト士献のリストトともに割愛し，別の機会に発表する。

25) メγグェヴィキ時代ないし:社会霊園主義時代のプνハーノフの時論は，プレハーノフ研究者に
は事用されてb、る。その意味では間されてし、るわけではなL、。しかし，市民一般は正統的マルク
ス主義の折紙のついたプレハーノフの著乍だけを読む仕組みになっている。

26) 以上の著作刊行史によって知られるように. c著作集』が現在においてももっとも包括的な〆
レハーノフ著作壊であるから，主としてそれに拠るほかないが. r哲学選葉』にも入っているも
のは i ナキス?の精度のたかい後者に拠るのが妥当であると思われる。




